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簡易バスロケ ～ローテクシステムが伝える利用者側に立った情報のあり方～
　ITSアライアンス株式会社 代表取締役　若山裕一

　ITSアライアンスは主に地域公共交通の利便性向上と活
性を目的に、小単位からの機器企画、製作と導入先に合わ
せたサービスの提供を行っている。今回の交流会では地方
路線バスで見られる利用シーン、簡易バスロケ機器の製作
経緯〜情報提供の仕組み、実際の導入事例、現地で得られ
るバス利用者の声などを紹介しながら「利用者側に立った
情報提供のあり方」というテーマのもと講演を行った。

①「バス待ち」という状況と利用者側のニーズ
　バス交通機関は「道路上を移動する」という性質上、
運行時の道路状況や各停留所での乗降時間に左右されや
すく、定刻運行は難しい側面がある。「いつもより遅延
が発生した」「いつもより少しだけバス停に訪れるのが
遅れた」など、日々変わる状況の中で、本数が限られて
いる地方バス路線では、バスの通過という情報の重みが
増すことになる。待ち時間が長い時に「乗ろうとしてい
るバスが通過したか否か」という極めてシンプルな情報
内容とその時の利用者が抱く不安やストレスに対する情
報の重要性を論点の1つとした。

　昨今、人口減少、少子・高齢社会の進展に伴う税収減
少、社会保障費の増加、市民ニーズの高度化、多様化、そ
して地方分権の進展等、行政を取り巻く環境は大きく変化
しています。そして世界では、Government 2.0という言
葉に象徴される、オープンガバメントの動きが加速しつつ
あります。
　この新しい時代の動きの中、ICTを使い、行政が保有し
ていた情報を市民と共有し、政策決定や公共サービスの提
供に市民が参画する、市民と行政のフラットな関係を作る
ことは、市民が納得する行政サービスの提供と、行政その
ものの効率化が達成されるものと考えます。

　千葉市では、ICTを活用した、市民がまちづくりに参画
するための新たな仕組みづくりへの挑戦として、平成25
年7月から「ちば市民協働レポート実証実験（愛称「ちば
レポ」）」を開始しました。地域における様々な課題につい
て、スマートフォン等により、市民から写真及び位置情報
付のレポートをしてもらい、市民と行政が情報を共有し、
将来的には共に課題解決にあたる、協働のまちづくりを目
指すものです。

　実証実験中に行った参加者へのアンケートから、参加市
民は、日頃から地域の様々な課題に関心があり、自らの力
で解決したいという意識のある方が多く、社会貢献意欲が
潜在化していることがわかりました。
　今後、地域課題を市民の力で解決するための仕組みを整
え、市民協働によるまちづくりを目指していきます。

　道路に関しては、電話やメールなどにより年間約13,000
件の要望が市土木事務所へ寄せられています。また、実証
実験中のレポートは、道路分野が全体の約7割を占めてお
り、市民の道路への関心の高さがうかがえます。そこで、
本格運用時には、道路分野では、市民から寄せられるすべ
ての情報と、修繕等に要した資材情報を合わせ、一元管理
することより道路維持に関する業務改善と業務効率の向上
を図ることとしています。

　今回の実証実験では、「ちばレポ」というアプリを使うこ
とは市民と行政との協働による地域課題解決の仕組みとし
て有効であることを確認できたことから、平成26年9月の
本格運用開始を目途に、4月からジャパンスタンダードを
目指したシステムの開発に取り掛かります。今後のちばレ
ポの展開にどうぞご期待ください。

　まず、市民が地域に発生している課題を発見し、スマー
トフォンのアプリ（愛称「ちばレポ」）により、写真を撮影
し、GPSによる位置情報とその課題の状況等についてレ
ポートします。
　次に、送られたレポートを行政が確認を行い、WEBサ
イトに公開するとともに、行政が解決すべきか、市民の力
で解決することができるかの振り分けを行います。そし
て、両者で地域課題の解決を目指すという仕組みです。な
お、今回の実証実験では、市民協働による地域課題解決は
実際には行いませんでしたが、情報が可視化され、共有で
きることで、市民自らが解決に乗り出すことができる地域
課題も見えてきました。
　次に示す図2では、市民から投稿されたレポートが分野

　講演終了後のワークショップ・ディスカッションや後日
の自治体担当者往訪にて色々な意見交換を行った。その中
でバスロケーションシステムで採用する情報機器・媒体に
ついての質問があがり、公共の表示設備を重点に置くの
か、個人の携帯端末だけで情報提供するのか、利用層、費
用面、運用面を考慮に入れて苦慮する自治体担当者の意見
を伺った。元来、ITやICTの世界はプラットフォームが
年々変化、進歩していく性質上、どの媒体が正解で採用す
べきかということより、「複合的なシステム仕様」になった
としてもその時の利用者の状況を見て、現時点で安価にか
つ早急にサービスが実現でき、導入後も自由にカスタマイ
ズが可能なシステムがベターではないかと答えた。
　また、バスロケーションシステム以外に、現在運用中の
他情報システムでも、講演の内容のように高齢者や情報弱
者が上手くシステムを操作できないという課題を伺った。
例えば、「大きな押しやすいボタンが 1 つ 2 つのみの操作
で、文字も大きく音声も分かりやすく、不必要な画面遷移
もない」といった人にやさしいシステムづくりの必要性に
ついての意見交換を行った。IT、ICTシステムの作り手
側はその実現を目指すべきであり、「高度化」の意味を再確
認することができた。

　今回の地域交流会で得た貴重な意見の整理・フィード
バックを行い、ITSアライアンスのコンセプトである利用
者側に立ったものづくりによる公共交通と地域の活性への
寄与を具体的に進めていきたいと考えている。

②地域公共交通の利用層と情報の伝え方
　バス事業会社が運行する地域路線バスや自治体が運営
するコミュニティバスは比較的高齢者の利用が多くなっ
ている。昨今の情報機器の飛躍的な進歩の中、機器を活
用するということから取り残されがちな情報弱者も存在
していることも事実である。一方、事業者側からもバス
に関する情報をどう伝えていいのかという課題があるこ
とが各地域で伺うことができ、両者間の隔たりをなかな
か埋められないのが実情である。また、システムや機器
開発者側は利用者の意見を直接聞き取る機会も少ないた
め、利用者ニーズに向き合うよりも開発の効率性や更な
る機能拡張に優先を置きがちになりその結果、ニーズに
沿わない完成物となる危険性も考えられる。講演では

「ローテク」なシステムの事例を紹介しながら、目的の
情報を瞬時に老若男女誰もが取得できるものであれば、
十分有用性も高くなることを例にあげ、デザインの分野
だけでなく技術的なインターフェース仕様のユニバーサ
ル化も重要である点について触れた。

地域 ITS推進団体連絡会 in静岡　話題提供者よりの寄稿

「Government 2.0」に向けた千葉市の取り組み　ちばレポ  ～これからのまちづくりにおける行政、市民の役割～
　千葉市市民局  局長　金親芳彦

図1　ちばレポの将来像

図2　ちばレポポータルサイト

別（「道路」、「公園」、「ごみ」、「その他」）、対応状況別（受
付済、対応中、対応済）のアイコンとなって、WEBの地図
上に公開されており、それぞれのアイコンをクリックする
と、地域課題にアクセスでき、誰もがどこにどのような課
題があり、どのような対応状況なのかが一目でわかります。
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